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1月 22日 (金)中央公民館 |こおしヽて苅田町青少年膏

成町民会議とP〒 A連合会の協賛|こさしソ、「家庭教育

講座」が開催ごれました。

小中単生を抱える父兄|ことつては、子ども|こ携帯電

話を持たせるか、どのよう|こ使わせるかが切実な問題

となつています。子どしたちが携帯電話|こよつて犯罪

|こ巻き込まれるケースが報道されるなど、親として|さ

わが子の携帯電話の利用 |こもつと積極的|こ関与する

ことが求められてしヽ示す。

今回の家庭教育講座では、先ほど苅田田丁内の金小

学校児童 |こ対して行つだ携帯電話のアンケート結果

の分析結果がP〒A連合会会長よしノ紹介されましだ。

つづいて、N T Tdocomoよしノインストラクターをあ

招きし、子ども|こ携帯電話を持たせる事の1ノスクと対

策|こついてお話しをして頂きました。

子どもたちの利用実態の紹介や利用制限を設定す

るフイルタ |ノングの機能など、保護者としてできる取

し′組みを分かしノやすく説明され、みなさん真剣|こ聞き

入つてしヽましだ。

当日|さ会場が満席 |こなるなど、皆ごん方が子ども

の携帯電話|こついて関心と不安を持つていることがよ

く分かしノ、その不安解消の手助けとなれば幸いです。
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苅田町PTA連合会によって、小中学生の子どもを持つ親を対象とした携帯電話の使

用制限に関する各種設定の説明会が去る2月 20日に開催されました。子どもたちに

携帯電話を持たせるには、それなりのリスクが伴うが、今や子どもたちにとっては生活

の一部であり、欠かすことのできないアイテムである。そんな携帯電話を利用させるに

あたつて、親としては使用制限や機能制限を設定することは、わが子を危険から守る

ためにも必要であるが、なかなか難し

いのと、画面に表示される用語が理解できない事から、このたび携帯電話の

三社を招いてフィルタリングの設定など具体的な説明会を開催した。参カロ者

は子どもに持たせている携帯電話の通信事業者の説明会場で、携帯電話を

取り巻く危険性を聞いたあとで、具体的な手続きや設定について説明を受

けた。参加者からは「子どもにせがまれると、どうしても負けてしまう」と

いつた意見が聞かれていたが、「具体的な説明を聞いて親としてしなければ

いけない」ことだと自覚できた説明会となりました。
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子どもたちれ:インターネットの
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ケータイ・スマートフォンは、とても便利な道具であるといえます。しかしながら、使い方を誤れば、さまざまな問題を

引き起こしたり、危険に巻き込まれたりする可能性があるため大きな課題となつています。

ケータイ・スマートフォン・ゲーム等の利用についての指導は 保ヽ護者の役割です6 家庭で、ケータイ・スマートフォン・

ゲームの問題点や危険性を丁寧に説明し、子どもが分かるように、保護者として心配していること、気をつけてほしいこ

と、守るべきモラルやルールを教えていきましよう。

初めが肝心′

スマホやケータイ|さ

保護者の持ち物です′

使い方きまちがえると、

被害を受けたり、

加害者 |こなつたしノします′

苅田町内の小学生保護者アンケート調査結果 子どもが携帯電話、スマートフォンを持つて

いること、あるいは今後持たせることに不安

があると回答した保護者は83%いることがわ
かりました。また、携帯電話、スマートフォンを

持つていること、あるいは今後持たせることに

ついては、8割近くの保護者が利用アプリを

制限したいと考えていることがわかりました。

【図2】 スマートフォンを持つていること、あるいは今後持たせることを不安に思う内容

メールやLINEの使用によるトラブル
Webサイト掲示板によるトラブル
子ども発信したデータによるトラブル

勉強の妨げ

依存症の発症

経済的な負担
その他 2%

27%

30%

91%

61%
67%
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ない

17%
【図1】
「スマートフォンを持つていること、

あるいは今後持たせることに不安

がある」と回答した保護者の割合 ある
83%
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ジュニア・リーダーは子ども会と深いつながりがあります。子どもたちが主役のイベ

ントなどでは、リーダーとしての力量を発揮されてお手伝いをしています。話し合のテク

ニック、聞き上手、レクレーション、あそび…が必要となります。

ジュニア・リーダーとして、イベント開催に向けて「いつ、どこで、誰が、誰に、なにを、ど

うやつて。どのように、いくらで」などのプログラムの立て方も研修して行かなければなり

ません。ジュニア・リーダーは中学生、高校生を対象としています。

子どもたちに教えて行く中で、自分の成長にもなります。どうですか、あなたも仲間に

なりませんか?     苅田町子ども会育成連合会、日口 (090‐ 4580‥ 3200)
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ママたす0つぶやき②

膠隕辣鯰洟翡鸞颯鰈版 糞ま饒 晰

之
苅田町という見矢□らぬ土地に主人と住みはじめて17年、不安に包まれながらも子育て支援などに通い、子どもを通  警
じてママ友もできました。子どもの成長と共に私も苅田町で大きく成長しましたが、その成長の糧となつたのがママ友

を始め地域の方々との出会いでした。

苅田町といえば「神幸祭」です。しかし、よそから転居してきた私は見て楽しむだけでしたが、子どもが育成会に参力0

するようになり、わが子が山車を引く姿をみて神幸祭の楽しみを味わうようになりました。

そんな神幸祭の灯山に参加した夜の出来事です。日頃は人見矢□りをして挨拶をしないわが子が、見矢0らぬ人に元気

よく「こんばんは」と挨拶をしたのです。その姿に驚いたのもありますが、その成長ぶりにたくましく思ったものです。

私が子どもの頃は、近所のおばちゃんからいろいると叱られて挨拶を学び、近所のおじちゃんから遊び方を学んだ

ものですが、わが子はどのようにして学んで行くのだろうと一抹の不安を抱いていましたが、育成会や町民会議の行

事に参加している内に、いつのまにか見矢□らぬ人への挨拶などを身につけていました。

苅田町の風土に溶け込み、子どもも私も大きく成長していますし、今のママ友とも末水くお

友達でお付き合いできそうです。巷では、ママ友のお付き合いは大変で疲れるとの事を耳にし

ますが、子どもを取り巻くいろんな活動への積極的な参加や、子どもで繋がつたママ友たちと

の楽しいお話など、この土地に移り住んだ主人に感謝しています。

そんな苅田町を去ることが決まつて少し寂しく思つているこの頃です。
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田 :立南原

鰊尋葦凛餡章確,
だヽ

金:゛ 暴年齢交流
上級生が下級生のお世話活動を
することで、「自己有用感」を高めます|

授業のアつの約束を守ります。

6年生が、1年生の初めての
水泳学習をサポートしました。

鰺 友達と話し合しヽながら、自分の考え

L
■・
:
E

1
` 

‐

聴き合うグループ交流で、
子ども同士をつなざます。

1年生もピン!と
手をまっすぐ挙げています。

発表する人の方を向いて、
しつかり聞きます !

「
―
―

L

躊 霙 黙1風loそぅし 黙つてそうじをすることで、「自間する心」を育てます|
に取 組んで

まヽす.

=  _至f ■■1■・
.・・

風¬駐響 3・   .

:40秒間の黙想で、心を

○学習に対する前向きな姿勢や集中力の育成
○友達とともに学び、高め合おうとする子どもの育成
○進んで挨拶や掃除を行い、規則を尊重できる子どもの育成

″輸
27年度教育目標の重点

授業の7つの約束

じゅんび
学習用具をつくえの上に準備して
から休み時間をとります!

あいさつ
しせいを正して、先生と目を合せて
あいさつします!

返 事
大きな声で「はいつ」と、はつきり
返事をしますl

発 表
まつすぐ手をあげ「です」「ます」
とはつきり発表します!

聞 く
先生や友達の話をさいごまで
しつかり聞きます!

しせい
合い言葉「グー・ぺ夕・ピン」を

守つて学習します!

―――一一、 f

後生付堕,|
使つた学習用具は、もとの場所に
きちんともどします!

ｘ

ヽ

口

０
會

０

△
Ｘ

曇

5

落ち着かせた後、そうじをします。
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唖田後子晨●製冠断Ю
町内6校の小学校を順に紹介させて頂き
ます。今回は、苅限小ひろばです。

お迎えや圏しヽ事へ行く議でのつ静鍮間の自鑢時間、

あ勉強したしノ選んだしノ。多くの子どもたちが、

放課後の日寺間を南慧義1こ週ごしてしヽます。

目頃、あまし∫関わしノのなしヽ世代この交流も、
地域の海のご協力のあがげで出来てしヽ議す。

ボ予ンティアの審議ま、本当|こ轟じ′がこうござしヽます。

ヽ
,
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♂4‐

く鉦鐘畢
|

醸朧薇警
′
鐘亀珍
‐
雹漑攀鰺‐

鼈祗趙靱晰

繊
′

苅田町役場 子育て・健康課
TEL 093-588-1036

家ではグームしかしなしヽ子も、みんなで

活動すること|こより、泣いたり、笑つたり、
喜んだり。い3んな『気持ち』き体験しています。

ヽ

ヽ_

熱

む]」にむ蒼Ω含:菫印らどl」幼壁巨

年長組の卒園に向けての「お別れお茶会」

がありました。

園児全員が心を込めてお茶をたて、保護

者に感謝を込めて振る舞いました。

保護者はそれぞれお子さんから作法を習

いながらお抹茶を飲み笑顔を浮かべていま

した。
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次回登録説明会 (3月の登録説明会は終了いたしました)
※対象校 :苅田・南原・与原・片島・白川の5校

≪注 意≫ 新1年生は5月からの参加です。
馬場ひろば参力]希望者は、直接馬場ひろばへお尋ねください。
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≪日 時≫
≪場 所≫
≪持参品≫

４
月
か
ら
苅
田
中
学
校
専
任

補
導
と
な
り
、
「
す
こ
や
か
」
の
編

集
委
員
と
し
て
活
動
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
学
校
で

は
、３
年
部
に
所
属
し
高
校
入
試

の
お
手
伝
い
や
朝
の
挨
拶
運
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
３
年
生
は

受
検
の
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
と
な
り
、

緊
張
し
た
面
持
ち
で
の
授
業
風

景
、放
課
後
の
面
接
練
習
で
日
頃

の
姿
と
違
っ
た
生
徒
の
様
子
を
見

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
全
員
の
進

路
が
決
定
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
最
近
の
部
活
動
で

は
、女
子
バ
レ
ー
部
が
福
岡
県
新

人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
優
勝

し
、陸
上
部
男
子
の
総
合
優
勝
に

続
い
て
２
種
目
で
県
の
ト
ッ
プ
に

輝
き
ま
し
た
ｃ
な
か
な
か
、
放
課

後
の
部
活
動
の
様
子
を
見
る
こ

と
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
子
ど

も
た
ち
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
も
見

に
来
て
下
さ
い
。
苅
田
中
の
今
後

の
活
躍
に
期
待
し
て
下
さ
い
。

森
上
直
久

平
成
２７
年
度
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三原文化会館 大ホール
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